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房室結節回帰性頻拍における
slow pathway生成機序に関する検討
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は じ め に
房室結節回帰性頻拍（AVNR T）の機序はslow 

pathway（SP）が実際に存在するかを含めていま
だ不明の点が多い 1）。近年のコンピュータシ
ミュレーションでは，AVNR Tを一定程度再現
できるが，多数の要素を組み入れる必要がある。

Antzelevitchらは，1983年にPurkinje線維の
灌流標本と犬生体心を用いて心室頻拍を作成し
た 2）。その一見すると複雑な実験の要点は，灌
流Purkinje線維中央に作成した inexcitable gap
（IG）とその遠位側に存在する自動能である。頻
拍は IGで100～ 200msの遅延を受けて350～
400ms前後の周期長で旋回を続けた。星野らは
IGをコンピューター上でシュミレートして心
室頻拍を再現している 3）。
今回われわれは，これらのモデルを参考にし

て房室結節においても，SPに代わって自動能を
有する IGを想定することによりAVNRTが再現
できるかを検討した

1 対象と方法 
Antzelevitchモデルを参考に，単純なAVNRT

モデルを考案した。この際，IGは洞調律より
200ms遅い自動能を有し，傾斜1.0の固有の位
相反応曲線（PRC）を有するとした。その出力側
は fast pathway（FP）と連結して，心房へ逆行す
る feedback loopとして働く（図1）。
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臨床例として当科での典型的なslow/fast型
のAVNRT例を取り上げ，図2に例示した。

2 結 果
図1に示すモデル上で，1）連結期の短い心房

早期刺激でFPが切れ，2） IG に短い連結期で到
達すると，その自動能は閾下刺激によって促進
されるが，一定程度遅延し，jump upを来たす。 
3）この興奮はHis束手前で二つに分岐する。4）
一方はHis束から心室へ下降し，5）もう一方は
FPを逆行して心房へ短い連結期で戻り再興奮
させる。6）この心房再興奮から，再び1）以下の
過程を繰り返しAVNRTが継続する。
臨床例での心内心電図を提示したが，2連発

の心房早期刺激でAVNR Tが誘発された。ここ
では逆伝導はFPである。アブレーションによ
り junctional rhythmが出現し，AVNRTは再現
できなくなった。

3 考 察
われわれは，以前に間入性心室期外収縮

（VPC）が連発し心室レートが倍増する現象を閾
下刺激による心室自動能促進と解釈して発表し
ている 4）。AVNR Tでも期外収縮によりFPがブ
ロックされ IGを経て頻拍が維持されていると
考えた。SPはその存在が病理学的に明らかにさ
れていない。伝導系ではなく，FPと弱い電気的
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結合を有する IGを想定すると，房室結節内の
伝導遅延を含めてAVNR T全体を説明しうる。
アブレーション時の junctional rhythmは IGの
遠位端から出た可能性がある。

VPCの連結期とAVNRTにおける IGには，回

図2 AVNRT例（slow–fast) 
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図1 AVNRTモデル 

路を電位で確認することが困難であり，長い遅
延（100–600ms）を伴い，かつ遠位端で微小電位
（Jackman potentialなど）を伴うことから共通す
る機序が推定される。実際の証明は，細胞内電
位が必要であるが，臨床例では困難である。
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最初の jump直後の心房エコーの成因は以下
に考察した。飯沼らの兎心での心筋細胞内電位
分布を詳細に検討すると 5），Purkinje線維で認
められた，Jalifeが唱える reflectionの可能性が
ある 6）。
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